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Transforming Buddhism in the Late 19th Century Thailand
Eiji Murashima
Oda Tokuno (1860‒1911, Ikuta Tokuno before February 1891), a priest of the Shinshu Otani sect of 
Buddhism,  arrived at Bangkok  as the first Japanese student to study Thai Buddhism on 21st March 
1888. His dispatch to Bangkok was decided suddenly after Phya Bhaskarawongse (1849‒1920) and 
Japanese leading 3 monks exchanged their views on Buddhism at Rokumeikan, Tokyo on 10‒11 February 
1888. Phya Bhaskarawongse was sent to Tokyo by King Chualongkorn as the ambassador to exchange the 
instruments of ratification of the Declaration of Amity and Commerce. Not only was he the best intellec-
tual of Siam at that period, he was familiar with Thai Buddhism and European Buddhist studies.
In 1878 Phya Bhaskarawongse compiled and published ธรรมวินยานุศาสน (Thammawinayānusāsa-
na, Handbook for Buddhist Beginners), probably the first printed handbook of Thai Buddhism. 
During the time of Tokuno’s stay in Siam, there were no Buddhist schools established and very few 
published books on Buddhism. Buddhist canons were still written in palm leaf in Khmer script. The 
King’s project of publishing Tripitaka in Thai script just started. Phra Wajirayan Bhikkhu (later King 
Rama Ⅳ) devised Ariyaka alphabet to write Pali text, however it was used only by a small number of  
Thammayut monks and did not spread widely. Phra Sasanasophon (Sa Pussathewo, 1813‒1900, the abbot 
of Wat Rachapradit since 1865, The Supreme Patriarch of Thai Sangha from 1893 to 1900), a high disci-
ple of Phra Wajirayan Bhikkhu, devised the method of writing Pali texts in Thai script and published a 
book, มคธภาสานุรูปสฺยามักฺขรวิธิ (Siamese orthography for Magadha (Pali) language) in 1869/70 at the 
publisher in front of Wat Rachapradit, probably the first Thai book published by Thai publisher. 
Both authors of early printed Thai Buddhist books, Rev. Phra Sasanasophon and Phya Bhaskara-
wongse played important roles in the King Chulalongkorn’s project to publish Tripitaka in Thai script 
which started on 22nd Dec. 1887 by the King’s address and completed in October 1893. 
Oda Tokuno returned to Japan 3 years before printed Tripitaka appeared.
In Siam, Tokuno learned Thai language first at Phra Tamnak Suankularb School in the grand palace. 
At the same time he endeavored to read the Modern Buddhist by Henry Alabaster (1836‒1884) compar-
ing with a Thai book “Sadaeng Kitchanukit” lithographically printed on 21st Nov. 1867 by Chaophya 
Thiphakorawong (1813‒1870). As the Modern Buddhist was a partial English translation of “Sadaeng 
Kitchanukit”, this comparison was helpful for Tokuno to understand Thai Buddhism.
After returned to Kobe, Japan on 17th July 1890, Oda Tokunou published a Japanese book on Situa-
tions of Buddhism in Siam (Shyam Bukkyo Jijo) in February 1891. It is most systematically written intro-
duction to Thai Buddhism in Japanese until today. Its only shortcoming is to idealize and describe the 
state of Thai Buddhism more than reality. The reason is probably because he did not ordain as a Therava-
da monk and were not familiar with real lives and practices of monks in Thai monasteries.
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Phya Bhaskarawongse offered Tokuno to ordain in Thammayut order by his patronage. However 
Tokuno declined it and did not return to Bangkok again.
He belonged to Rev. Kaien Atsumi’s faction in Otani sect and struggled with Ishikawa Shundai’s fac-
tion fiercely. He was ousted from Otani sect under Ishikawa administration in November 1898, but re-
stored monkhood status in April 1901.
He was the leading member to organize the East Asia Buddhist Association in January 1901. In Feb-
ruary 1902 he visited India with the purpose to organize an oriental religion conference in Kyoto in 
spring 1903.  But his initiative ended fruitless.
Tokuno devoted most of his latter life to compile A Great Dictionary of Buddhism (Bukkyo Daijiten), 
which was published in January 1917, five years later after his death.
はじめに
織田得能（生田得能，1860‒1911）の名は，近代日本仏教界における破格の学僧として知られている。




























































2 中西直樹・近藤俊太郎編著『令知会と明治仏教』（龍谷叢書 41）不二出版，2017年 6月 8日，所収の近藤俊
太郎「『令知会雑誌』とその課題」を参照。
3 『反省会雑誌』4号（1888年 3月 10日）にも「嘗て東京哲学館仏教教授を勤めをられたる生田得能氏は先般
来朝の暹羅大使に随行し南方仏教研究の為め去る二月下旬同地へ向け出航したり」の記事がある。
4 得能が「仏学（仏教史）」を担当して，1888年 1月 8日，28日，2月 18日に講義したことが，東大総合図書
館所蔵雑誌『哲学館講義録 1（明治 21年 1～4月）』から判明する（村嶋の問合に対する，2021年 1月 19日東
大総合図書館参考調査係の回答）。
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月 26日に東京で調印）の批准書交換（1888年 1月 23日）のために，来日したプラヤー・パーサコー

























































6 1886年に東京帝国大学が成立したことを受けて，翌 1887年（明治 20年）5月 21日の官報で，日本最初の
学位令（勅令第 13号）が公布された。1897年 6月に京都帝国大学が新設され，帝国大学は東京，京都の両
大学となった。これを受けて，改正された学位令（勅令 344号）が，1898年 12月 10日の官報で公布された。
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 なお，上記の改正が実現したのは，1920年 7月 6日公布の改正学位令によってである。
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最初のタイ留学日本人織田得能（生田得能）と近代化途上のタイ仏教













7 『暹羅仏教事情』は，1941年 6月 5日に日泰親善功労者報恩法会（代表者鹿野久恒）によって再刊されている。
初版の長大な「生田得能自伝」は再版では省かれて，3頁足らずの簡単な「織田得能師小伝」に代替されている。
図 1.　生田得能著『暹羅仏教事情』1891年 2月 10日発行
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明治政府は明治 5年 8月 3日に学制を頒布し，大小の学区を定め小学校，中学校の創立を促した。
住民に学資金を賦課して集めた資金を基に小学校の創設が急速に拡大したので，教員養成の必要が生
じた。福井では，明治 6年 12月に私立福井中学に師範学科が置かれた。これが福井県（明治 14年

















11年秋である。明治天皇は，北陸東海両道巡行のため明治 11年 8月 30日に東京を発ち，埼玉，群
馬，長野，新潟，富山を経て当時石川県に属していた福井に到着したのは，明治 11年 10月 7日の
ことである。この日午後「参議大隈重信を石川県第三師範学校・同女子師範学校・金澤医学所福井支
所に遣はし，其の授業を代覧せしめたまふ」（宮内庁『明治天皇紀　第四』吉川弘文館，1970年 8月








明治 12（1879）年 7月に師範学校の高等を卒業した生田得能は，同年 9月の新学年（当時は 9月入
学で 7月卒業）から同校の教師（職位は助教諭）に採用され，同時に石川県福井公立明新中学校（富
田厚積校長）の教員も兼ねた。明治維新後福井藩が福井城内に創立した明新館は，1874年 1月に私立
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9 朝日新聞（東京）1888年 9月 1日朝刊及び 1893年 6月 4日朝刊，三重県総合教育センター編『三重県教育
史，第一巻』三重県教育委員会，1980年，846‒848頁。





























代わる者として福沢は明治 2年 8月から慶応義塾で学んでいた津田純一を推薦した。津田は，明治 7年 3月
旧中津藩の藩費で米国に派遣され，まずニューヘブンの高校で学んだのち，明治 8年 9月から 10年 6月ま
でエール大学の専科に 1年，更に法科に 1年在学した。10年 10月からミシガン州アナーバのミシガン大学
に移り，1年間でバチュラー・オブ・ローを得た（『専修大学百年史　上巻』専修大学出版局，1981年，
54‒59頁）。津田は明治 11年 6月に帰国し，福沢諭吉及び小幡篤次郎の推薦で明治 11年 11月に兵庫師範学
校長に任ぜられ，12年 4月神戸中学校長を兼任したが，同年 7月辞して上京し東京大学予備門の英語講師を
担当し，また慶応義塾で夜間開講された法科（専修学校の起源）の講師を勤めた（同上 103頁）。津田は明
治 13年 12月，外務省兼太政官の准奏任御用掛（月俸 100円）を拝命し，かたわら専修学校（明治 13年創立）
の法律科で受托法を講義した。明治 14年 10月の政変で，大隈重信一派や慶応義塾関係者の一部の官吏が罷
免された際に，津田も罷免された。その後，明治 15年 3月に福沢諭吉の時事新報創立に参加した。明治 15
年 5月，津田は弘前の東奥義塾の校長となり，翌 16年 2月には石川県専門学校教授，更に 18年 10月，福
沢一門の推薦により，三重県師範学校長兼津中学校長（月俸 100円）に任ぜられた（同上 352‒353頁）。
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大正五年（一九一六）病に罹り十月二十一日享年六十二にして入寂した。
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最初のタイ留学日本人織田得能（生田得能）と近代化途上のタイ仏教
而して現在横浜の真宗を保持して居るものは矢張この平松理英氏の力であることを深く記者は謝
して置きたい（中外日報 1911年 4月 6日）。
5.　来日したパーサコーラウォンとの仏教問対（1888年 2月 10, 11日）
プラヤー・パーサコーラウォン全権大使の来日目的は，「修好通商に関する日本国暹羅国間の宣言」






ルでチュラーロンコーン王が派遣した出迎え船に乗り換え，バンコクに 1887年 11月 9日から 16日
まで滞在した 11。このような背景があって，1888年 1月のパーサコーラウォン大使の来日となったの





















返すので，ここでは単に小暦 1249年の意味である。タイ暦の十二支クン（กุน, 亥）年小暦 1249年 6月白
月（waxing moon）14日は，西暦 1887年 5月 5日に当たる。
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パーサコーラウォン一行は，1888年 1月 15日夜に横浜着，18日に横浜から東京へ移り，帝室貴
賓の待遇で鹿鳴館に宿泊した。2月 19日朝イギリス船テヘラン号で横浜を発ち 2月 22日神戸から京
都を訪問し，2月 28日にフランス船で神戸を発ち，帰国の途に就いた。
この間，2月 10日と 11日の夜，島地黙雷，寺田福寿，平松理英の 3名は，鹿鳴館にパーサコーラ
ウォンを訪ね，シャムの仏教について問答した。その内容は，『令知会雑誌』47号（1888年 2月 21













































































英書伝道のあけぼの』（龍谷大学アジア仏教文化研究叢書Ⅲ , 法藏館，2018年 1月）中に復刻されている。
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最初のタイ留学日本人織田得能（生田得能）と近代化途上のタイ仏教
島地曰　同く涅




































大使曰　極概略なればフイロブセリユー［The Wheel of the Law］即ち転法輪と云ふものありアラバ
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庇護者，五世王に捧げた，1878年 9月 21日付けの詩文が掲載されている。本書は，序文 22頁，正
誤表 8頁，目次 5頁に続いて，本文 196頁から成る。ハードカバー　3バーツ，ソフトカバー　2バー
ツで販売された。
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14 サー・プッサテーウォー（1813‒1900）は 18歳の沙弥時代にパーリ語試験 9段に合格した。四世王がワチ























きを身に付けるべきである。ローマ字でパーリ語を記す方法は，Sir William Jones, Turner, Wil-
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ジアムはそれよりも 7年前の刊行である。村嶋の所蔵する，第 1号は 1877年刊（257頁），第 2号は






図 5.　雑誌『ミュージアム』第 2号（1877年 6月）の表紙























クン・ターハーンの名で知られる）が 1888年 10月 30日に結核で死亡（61歳）し，その後任に農務卿
のチャオプラヤー・ポンテープが昇格したので，農務卿ポストが空き，ここにパーサコーラウォンが任
じられた（『タイ官報』5巻，273頁，1888年 11月 3日号）。パーサコーラウォンは同年 11月 10日に
農務省の役所を，関税局建物の中に置いた（『タイ官報』5巻，291頁，1888年 11月 11日号）。
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引退後のパーサコーラウォンは，1907年 10月にタイ語で สงครามจีนย่ีปุน（『中日戦記』，The 
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る主馬寮馬丁がいた 17。
一行の旅程は，1888年 2月 28日にフランス郵船で神戸を出発し，3月 2日午前 11時上海沖着，





1888年 3月 21日，178‒179頁及び『令知会雑誌』49号，1888年 4月 21日，235‒237頁，Bangkok 
































Bangkok Times紙 1888年 3月 17日号は，パーサコーラウォン一行が香港からバンコクに向けて
出発したという記事の中で，生田得能及び善連法彦の訪タイを次のように報じている。
“Two Japanese Buddhist sacants, charged with particular studies in the Pali script, accompany His 
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法彦」の項は，1893年 7月 9日に死亡した法彦の享年を 35としている。
長井真琴（1881‒1970）は，「我国に於ける巴利仏典研究の今昔（上），（中），（下）」（中外日報
























る（中外日報 1930年 3月 13日）。
一方，大門照忍「パリの報恩講」（『大谷学報』51巻 4号，1972年 2月）の 97頁は，法彦は慶応
元年生まれ，上京して哲学館で哲学・英語を修めたと記している。慶応元年は 1865年に当たる。千
葉乗隆や奥山直司は，これに倣ったものか，生年を同じく 1865年としている。但し，千葉が示して
いる 1888年 2月 27日付下付の善連法彦の旅券には，法彦は満 24歳 6ヶ月と記されている（千葉乗
隆「一八九一年，パリの報恩講」『中西智海先生還暦記念論文集　親鸞の仏教』永田文昌堂，1994年
12月，804頁）。これが誤記，誤植でなければ，法彦は 1863年 8月頃に生まれたことになる。加えて，
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22 Shimizu Yōhei, “The Siamese/Thai Buddhist Manuscript Collection at Otani University”, The Eastern Bud-
dhist  Vol. 45, No. 1 & 2 (2014), p. 236.
図 6.　釈興然の書
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暦 1864年 5月 30日に当たる。
1936年初版の岡村周薩編『真宗大辞典　第三巻』（1963年 7月 20日改訂再刊，鹿野苑，2127頁）
図 7.　善連法彦著『梵文戒経直訳』1892年刊，5頁
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タイ文字を用いた初期の出版物には，アメリカのミッショナリーで医師の Dan Beach Bradley
（1804‒1873）が，1844年 7月から翌 45年 10月まで月刊で刊行した Bangkok Recorderがある。こ
れがタイ文字による最初の活版印刷物である（同誌は 20年の中断を経て 1865年 3月から 1867年 2
月まで半月刊で出版された）。また，四世王時代の 1858年 3月 15日から 1859年 9月 12日まで不定
期で計 19号のタイ語官報が印刷されている。
アメリカのバプチストのミッショナリーとして 1849年に来タイした Samuel J. Smith（1820‒1909）
は，1869年にはミッションを離れ，バンコクで印刷所（Smith’s Place,โรงพิมพ์ครูสมิท）を起こし，




タイ人のタイ語著作を，米国の宣教師の印刷所が印刷したものとしては，Mom. K. Rajoday R.の『ロ
ンドン紀行』（英語タイトルは，A Journal of the Tour of the Siamese Embassy to & from London in the 






五世王時代には，王宮内に設けられた王立印刷所で，1874年 5月 17日号を第 1巻第 1号（五世王
期第一期官報）として，週刊で官報の刊行が開始され 1880年 3月 7日号まで続いた。同官報第 6巻
第 1号（1879年 3月 23日号）の最初の 1‒2頁には，王立印刷所で印刷した書籍一覧と価格が掲載さ


































23 得能が来タイする前の年 1887年に，イギリス系の英字新聞 Bangkok Timesが発刊された。後に同紙は，日
刊となり，英語版とタイ語版の両語立に変わったが，得能の在タイ期間においては，週に 2回，英語版の
みの出版であった。
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世界に残る唯一の仏教王という自覚から，五世王は 1887年 12月 22日に，同王の在位 25周年
（1893年 10月）に向けて，パーリ大蔵経を，タイ文字で大量に印刷する一大プロジェクトに着手した。





こで，大蔵経 1000セットを印刷することを決め，1887年 12月 22日に在家の役員を任命した。
それから 1889年 2月 16日に，有徳で仏法・文学に精通した僧侶を集めて，大蔵経原本の校訂
を請願した。これは官報 5巻 47号に掲載している。
今や僧侶と在家役員は，大蔵経の校訂・印刷を在位 25周年祭に間に合わせた（437‒438頁）。
五世王は，1887年 12月 22日に，在位 25周年に，タイ語を用いてパーリ大蔵経（40巻）を 1000
セット印刷するプロジェクトに着手し，まず在家の王族 5名（国王の実弟グロムプラパーヌパン
24 Eiji Murashima, “The origin of modern official state ideology in Thailand”, Journal of Southeast Asian Stud-
ies, March 1988, pp. 80‒96.









刊行委員会を発足させた，1年 2ヶ月後の 1889年 2月 16日に，五世王はワット・プラケオに，有
識の僧侶 110名に集め，大蔵経を校合校訂し印刷用の正本を作る作業を委嘱した。
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五世王の在位 25周年は，陽暦では 1893年 10月 1日であり，シャム陰暦で数えた場合は陽暦の
1893年 11月 11日に当たった。五世王はアユタヤ時代以来 38名の国王が即位したが，25年以上在
位した国王は僅かに 9名しかいないとして，10月 1日と 11月 11日の両日ともに盛大な在位 25周年
祝賀行事を行った。パーリ大蔵経は，予定通り国王在位 25周年時に刊行され，1893年 12月 8日か
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雷らとの鹿鳴館での問対（暹羅大使問対略記）で紹介した，The Wheel of the Lawの第一部 The 
Modern Buddhistしかない。The Modern Buddhistは，在バンコク英総領事館の通訳官Henry Ala-
baster（1836‒1884, 後にタイに帰化）が，タイ語サデーンキッチャーヌキットを 1870年に部分訳し
たものである。後者は，パーサコーラウォンの異母兄チャオプラヤー・ティパーコーラウォン（カ
ム・ブンナーク，เจ้าพระยาทิพากรวงษ์มหาโกษาธิบด,ีขํา บุนนาค，1813年 10月 1日生‒ 






サデーンキッチャーヌキットが 1867年 11月 21日に発刊された時，著者のティパーコーラウォン
は外務大臣の職にあった筈である。同書を部分訳して The Modern Buddhistのタイトルで 1870年に
ロンドンで刊行したHenry Alabasterは，同書 5頁で，Chao Phya Thipakonについて，次のように
紹介している。
By many years of verbal inquiry, and by reading the elementary tracts published by missionaries 
in Siam, he [Chao Phya Thipakon] acquired such knowledge as he has of European science and 
foreign religions.
The results of his speculations he published two years ago in the “Kitchanukit” “A book ex-
plaining many things,” which, independently of its internal qualities, is curious, as being the first 
book printed and published by a Siamese without foreign assistance.”
アラバスターは，サデーンキッチャーヌキットの主に宗教に関する部分を翻訳し，コメントを加え
て The Modern Buddhistとして 1870年にロンドンで刊行した。翌 1871年には，1870年版に手を加
え増補し引用部分を明白にした新版Modern Buddhistを作成した。この新版に，タイ語から翻訳し
た仏伝（A Life of Buddha）及びバンコクから直線距離 112キロの北方にある仏足寺（プラプッタバー
ト）訪問の経験に基づいて書いたエッセイを加えて，長い序文を付して The Wheel of the Law（本文
部分 323頁）のタイトルで刊行した。これがパーサコーラウォンが，島地黙雷等との問対で言及した
本である（本稿 23頁参照）。
アラバスターは翻訳に用いた仏伝を “a popular Siamese work”と述べるだけで，出典名を明らか
̶     ̶








版印刷で発刊されたのは 2年後の 1867年 11月 21日である。即ち，ได้ตีพิมพ์หนังสือสําเรจเม่ือณวัน๕ 








図 9.　『แสดงกิจจานุกิจ（サデーンキッチャーヌキット）』（1867年 11月 21日刊）の最後の 2頁





































28 高楠博士功績記念會『南伝大蔵経　増支部經典一』（第 17巻），大蔵出版株式会社，1935年 11月，303‒
312頁。
̶     ̶








































連載が完結すると一冊の著書に纏めて刊行された。例えば，1893年 8月発行の第 1号の巻頭 1‒12頁は，
織田得能「仏教大意」であるが，この連載が完結した後，1895年に一冊に纏めた，織田得能『仏教大意』（光
融館，全 141頁）が発売された。











デーンキッチャーヌキットの英訳である The Modern Buddhistでは省略されており，タイ語原本の
みにしか存在しない。これから得能は，自ら書名を挙げたタイ語版を読破できたことが確認できる。










新報 1889年 11月 10日）として，J. M’Carthy（Superintendent of Surveys in Siam）, “Siam”, Proceedings 
of the Royal Geographical Society and Monthly Record of Geography, New Monthly Series, Vol. 10 No. 3, 
March 1888, pp. 117‒134の一部を紹介している。
歴史では，「前の香港領事ボーリン［Sir John Bowring］氏の著（あらは）せる The Kingdom and 





本千綱『暹羅探検実記』（興文社，1893年 10月 16日，134頁）より 4年前であった。これ以前には，
シャムに関する概説書は，大鳥圭介・川路寛堂・河野通猷『暹羅紀行』（工部省，1875年）しかない。
得能は 1890年 7月に帰国して間もなく，東京地学協会で数回連続講演をした。この講演は「暹羅
滞在中の見聞」のタイトルで，『東京地学協会報告』12巻 6号（1890年 9月号）から 13巻 2号（1891
年 5月号）まで，4回に分けて掲載されている。
上記講演で得能は，単に自分の個人的体験を語っただけではなく，文献に基づいてシャムの地理の
̶     ̶









































































̶     ̶
























































る。モーム・インと呼ばれるようになった五世王の異母姉は，同年 9月 2日夜に 35歳で絶命した。
直ちにワット・アルンの墓地で，足枷や鉄鎖を着けたまま焼かれ，骨灰は地中に埋められた。彼女の
子は，その前に既に死亡していた（「ソムモット親王日記」タイ語，1887年 2月 21, 22, 27日，9月
3日など）。
10.3　得能の暹羅国内旅行
















̶     ̶








イ官報』5巻 10号，1888年 5月 25日，78頁），1888年 6月 8日船でアユタヤを訪問しアユタヤ時
代の歴代 33王の霊を拝して離宮に戻った。そして 6月 10日にはバンコクに帰着した（『タイ官報』
5巻 13号，1888年 6月 16日，103‒104頁）。












『タイ官報』5巻 41号，1889年 1月 9日，353‒354頁によると，1889年 1月 6日に国王は朝 6時
5分に手漕ぎ船で，サーイヨーク御幸のためにバンコクを出発し，運河を通って 10時間後にナコン






















































̶     ̶





































































1890年 1月 26日号，370頁など）。なお，續行（ซกหัง）は 1888年 12月 1日に死亡するが，彼の死亡を







6巻 43号，1890年 1月 26日号 370頁にも報じられている。
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彼は，1860年 12月 11日生まれで，四世王の第 51子。母モートは側室の一人である。幼少の時三
世王の王女の下でタイ語を，英人から英語を学んだ。
彼は，1873年 1月 10日に，後のワチラヤーナワローロット法親王（1860年 4月 2日生，四世王
の第 47子），ソムモット親王（1860年 9月 7日生，同第 49子，その日記は五世王時代の重要資料），
スナンター王女（1860年 11月 10日生，異母兄五世王の愛妻となつたが 1880年 5月 31日に御座船
が転覆して水死），ノンカラーン王女（1862年 7月 12日生）と共に，前頭部に長く伸ばして束ねた
頭髪（จุก）部分を剃る儀式をして元服した 33。この 5名の四世王の王子・王女中，女性を除いた 3名




















チャンドルダッタは，1894年 2月にダルマパーラがバンコクを訪問し，大菩提会（Maha Bodhi 
Society）の支部を創設した際，創設に協力した（Bogoda Seelawimala, Anagarika Dharmapala and 




に文学寮に統合）の英語教授松山松太郎が 1887年 3月 7日に米国に問い合わせた結果，事実である
33 2015年 3月 22日に，村嶋はバンコクで王室財産局の Rattanakosin Exhibition Hall（バンコク時代の王宮
の内部を中心とした展示や動画がある）を見学したが，จุก付きの王子，王女の元服の動画では，王族の元
服は男子では大体 13歳，女子では大体 11歳というナレーションが放送されていた。 






之宝珠（THE BIJOU OF ASIA）』（松山松太郎編集発行）は，英領印度（含むセイロン），米国，英国，






けた。同じく 1期生の小林（沢井）洵（後の高楠順次郎 1866‒1945）も放校されたが，翌 1886年初
めに復学した。同教校の学生は，1886年 4月に僧侶の堕落を批判して禁酒を正面に据えた「反省会」
を結成し，1887年 8月に反省会機関誌『反省会雑誌』（持主兼印刷人小林洵＝高楠順次郎）を発刊し




海外宣教会から送付された THE BIJOU OF ASIA第 1号をバンコクで読んだ，チャンドルダッタ



















̶     ̶
































































（1860‒1928, 五世王の実弟）の訪日に同行して，1890年 7月 17日に神戸に帰着した。
『タイ官報』第 7巻（1890年）には，パーヌランシー親王の訪日が詳細に報告されている。同官報
から要約すると，訪日の日程は次の通りである。







見学。8月 12日神戸へ。8月 13日‒19日神戸で休憩。19日神戸発，8月 21日上海着，イギリス租界
のホテル泊。疲れから発熱したため上海で長期休養し 9月 6日上海発。9月 9日香港着，香港でも休
養。日本で購入した船（皇太子号）に 9月 21日に乗り移り，9月 24日香港発。9月 27日サイゴン着，
34 J. W. Hanson ed., The World’s Congress of Religions, The Addresses and Papers delivered before the Parliament and 
An Abstract of the Congresses held in the Art Institute, Chicago, Illinois, U.S.A., August 25 to October 15, 1893 un-
der the auspices of the World’s Columbian Exposition, A.B. Kuhlman & Co., Chicago, 1894, pp. 404‒408.
̶     ̶













































































̶     ̶
























にも各 1寺が存在している（『タイ官報』9巻 16号，1892年 7月 17日号）。
30年後の 1923年時のタマユット派の寺院数は，全国合計 157寺院であり，内訳はバンコク畿内州
30（バンコク 18，トンブリー6，ノンタブリー4，プラプラデーン 2），アユタヤ州 13，ナコンチャイ
シー州 3，プラチンブリー州 12，チャンタブリー州 2，ラーチャブリー州 24，ナコンサワン州 1（ター
ク 1），パーヤップ（北タイ）州 1（チェンマイ 1），ウボン州 10，ウドン州 7，スラタニー州 7，ナ
コンシータマラート州 47（ソンクラー20，ナコン 23，パッタルン 4）である。タイの中北部，北部は，
極端に少なく僅かにタークに 1ヶ所，チェンマイに 1ヶ所（วัดหอธรรม）が存在するのみである（宗
務局『仏暦 2466年僧伽行政ディレクトリー』タイ語，1923年，143‒153頁）。







̶     ̶71
最初のタイ留学日本人織田得能（生田得能）と近代化途上のタイ仏教




















合計 28,614 1,469 11 8
（出所：タイ文部省宗教局編『1996年度宗教年報』タイ語）
























̶     ̶
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̶     ̶75
最初のタイ留学日本人織田得能（生田得能）と近代化途上のタイ仏教
明治 21年東大国史卒，元東大講師と記されている。正しくは彼が卒業したのは，東大国史ではなく，
東京大学文学部付属古典講習科である。東京大学文学部付属古典講習科は，明治 15年 5月 30日に
設立され，国書課，漢書課の二部門がおかれた。両者とも 2回募集しただけで，明治 21年に廃止さ
れた（東京帝国大学『東京帝国大学五十年史　上巻』1932年 11月，721‒747頁）。
























そのような中で 1898年 9月 5日に起こったのが，巣鴨監獄教誨師事件である。
この事件の発端は，1898年に牧師の留岡幸助から受洗してキリスト教に入信したばかりの有馬四
郎助（1864‒1934, 鹿児島出身）が，同年 8月 11日に警視庁巣鴨監獄典獄（署長）として転任して来
たことである。有馬は，前任地のどこでも職員の大幅取替を行った前歴を有しており，教誨師たちが




̶     ̶
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　内務大臣伯爵板垣退助殿（安藤正純編同上書，19頁，教学報知 1898年 9月 25日も同文）。
































さて，板垣内相は，石川の 1898年 9月 19日の伺い書に回答しなかった。石川は 9月 25日に檄文
を出し，その中で 9月 19日の伺い書の内容を敷衍した。しかし，何の音沙汰もなく遂にしびれを切
らした石川は，9月 30日に第 2回目の檄文を出し，今回は激烈に板垣内務大臣を民の専制者，主権
̶     ̶




































































明治三十一年十月二十二日　大谷派本願寺議制会賛衆　織田得能（教学報知 1898年 10月 27
日）。
̶     ̶










































































　　　　　　司正局長兼摂　　藤原励観（教学報知 1898年 11月 17日）。
得能は住職の地位も僧侶の地位も失ったのである。
̶     ̶
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岡倉天心，マクラウド，堀至徳（1876‒1903）の 3名は，1901年 12月 7日門司港を出港してイン





得能は 4月 19日には天心，堀至徳とともにガヤに向けて出発しブッダガヤなどを訪問，5月 1日
には帰国の途に着いた。この後，7月 4日にはヴィヴェカーナンダが病死。天心は 1902年 9月半ば
にカルカッタを発ってシンガポールを経て 10月 30日に神戸に上陸した（前掲祖父岡倉天心 101‒102
頁）。
得能は 5月 26日に神戸着，休む暇もなく 6月 3日にはラマ僧ワンポルシアを伴い東京を発って清
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Patrick Jory, “Thai and Western Buddhist Scholarship in the Age of Colonialism: King Chulalong-






に関して全く無関心であった（タイ国立公文書館 ร.5 ร.ล.8.1 ช/4, pp. 102‒105）。これらの部分に関
して，Patrick Joryのタイ側一次資料調査は不十分であると言わざるを得ない。
④パーサコーラウォンが訪日時に日本の仏教者と行った仏教問対の紹介，続いてパーサコーラウォン
の異母兄チャオプラヤー・ティパーコーラウォン著『サデーンキッチャーヌキット』（1867年 11月
21日出版）の概要を紹介し，後者に示されたキリスト教批判，近代的と言うよりも伝統的な内容の
タイ仏教論（カルマ，輪廻転生，地獄巡りなど）を紹介した。この外に，1888年に日本の海外宣教
会発行の亜細亜之宝珠第 1号を読んで投稿したり，1893年のシカゴ万国宗教会議へペーパーを提出
したりして，海外との仏教交流に努めたタイ王族（チュラーロンコーン王の異母弟）チャンドルダッ
タ（Chandradatta Chudhadharn）のプロファイルとその近代的仏教論を紹介した。
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